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金沢大学環境方針 












   １ 金沢大学は、環境 ESD（Education for Sustainable Development：持続可能な開発
のための教育）を充実し、持続可能な社会の構築に貢献する人材の育成に努める。 
 

















2012 年 4 月 1 日 
金沢大学長 
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資源・エネルギー 使用量の削減 ・電気等資源・エネルギー の使用状況の把握及び消費量削減の方策を検討する。
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 環境マネジメントシステム  






す。さらに、 大学全体を角間南地区、角間北地区、宝町・鶴間地区、附属病院の 4 つの地区に分け、
それぞれの地区に地区責任者と環境関連委員会及び環境推進員を置いて、各地区等で PDCA サイク
ルを実行しています。この PDCA サイクルに従って、2011 年には環境基本計画の見直しと改正を
行い、それに基づき 2012 年には各地区における環境行動計画の作成と自己評価を行っています。 
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「環境 ESD リテラシー」のイメージ図 
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1.環境に関する教育と研究 
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は、2012 年 7 月 31 日付けで日本海域環境学教育共同利用拠点に認定されました。 









2012 年 7 月に開講した「海の動物の探索演習」では、本学 9 名、石川県立大学 4 名、金沢星稜大






利用は 9 校、施設利用の延べ人数は 916 名、2011 年度は他大学の利用は 13 校、延べ人数は 1,076
名、2012 年度は他大学の利用は 21 校、延べ人数は 1,509 名になり、年々施設利用率が上がって
います。2013 年度は、2012 年度を上回る利用が予想されています。 
図１ 臨海実験施設全景   
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1.環境に関する教育と研究 






































度（10 兆分の 1 モル濃度）でもみられ、重金属に対する検出系としての有効性もでてきました。こ
れらの独創的な研究内容を教材として用いて、大学コンソーシアム石川の実習や公開臨海実習におい
て受講生に教育しています。 
図２ マシコヒゲムシ（Oligobrachia mashikoi）   
図３ 魚のウロコの模式図      
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2.環境コミニュケーションの状況 
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表彰式後の記念撮影 学長大賞の表彰 
 附属図書館の取り組み  
 附属図書館は、第 2 期中期目標・中期計画に掲げられている「環境問題に関する見識を備えた人材
を養成すること」という目標を受け、2010 年度以降「環境学コレクション」の整備を行ってきまし
た。このコレクションは、環境問題に関する学際的な資料を幅広く収集するコーナーで、2013 年 5
月末現在 3,168 冊となっています。2012 年度はその活用の拡大を進める方策として、企業や地域
















応募作品は、小学校部門 44 点、中学校部門 19 点、計 63 点
集まり、本学の環境関係教員、附属学校副校長、金沢市内小中学
校校長等の 12 名の審査員による審査の結果、16 点の作品を入選作品として選定しました。表彰式
























第１回金沢大学附属図書館 ECO 学習コンクールの入賞作品 
賞名 部門 学校名/学年 名前 作品名 
学長 
大賞 
小学校 金沢大学附属小学校 6 年 林腰 杏優 大切にしたい MOTTAINAI の心 
中学校 金沢市立紫錦台中学校 1 年 西尾 春人 風力発電を探る 
日産 
大賞 
小学校 金沢大学附属小学校 5 年 宮武 知生 なわとびで発電できるかな？ 
中学校 金沢市立西南部中学校 3 年 竹下 満里奈 千里浜におけるダイラタンシー 
日産賞 
小学校 
金沢市立中央小学校 1 年 谷本 風花 
おおのしょうようすい「ほたるばし」の 
ほたるのかずしらべ 
金沢大学附属小学校 5 年 林 詩民 イタイイタイ病に迫る 
金沢市立大徳小学校 2 年 馬瀬 莉乃 ゴミのけんきゅう 
中学校 
金沢市立野田中学校 3 年 土肥 裕花 食べ物で環境問題を解決するには？ 
金沢市立西南部中学校 2 年 藤田 進之助 犀川の水質調査について 







野々市市立館野小学校 2 年 垣内 奏希 
はいざいをつかったファイヤードラゴン 
のつくりかた 
金沢大学附属小学校 6 年 川口 慎太朗 日本の電力と太陽光発電 
金沢大学附属小学校 3 年 塩 恵里那 太陽パワー 
中学校 
金沢市立紫錦台中学校 3 年 大野 将輝 風レンズによる風力発電の効率化 
金沢市立西南部中学校 2 年 北川 輝 エコは地球を護っているのか。壊しているのか。 



































（北陸地方で 50 校以上が加盟）や ESD(持続可能な開







５．いしかわ事業者版 ISO の取得 
 附属図書館は、2012 年 7 月 12 日、いしかわ事業者版環境 ISO 登録事業所として石川県の登録
を受け、石川県庁で行われた登録証交付式で、久保治輔副館長が谷本石川県知事から登録証の交付を
受けました。 
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 ユネスコスクールの活動支援 ユネスコスクール実態調査を実施 
 皆が安全で安心して暮らせるような未来社会づくりに向けた学校教育（持続発展教育：ESD）を推
進するため、文部科学省は、ユネスコスクール制度を活用することとしています。金沢大学は、環境
教育・ESD の重要性に鑑み、大学の教育科目の中に ESD を導入するとともに、ユネスコスクールを
支援するための大学ネットワークに参加し、主として北陸地域において、積極的に学校における ESD
の推進を支援しています。北陸 3 県の学校教育関係者向けの ESD 講座の開催、ESD モデル事業の実
施、広く市民に ESD を知ってもらうための ESD シンポジウムの開催を行ってきたほか、金沢大学の
教員養成課程における ESD 強化に向けた研究、学校における ESD 支援に向けた北陸の大学間のネッ
トワークづくり等を行っています。 
 2012 年度には、石川県、富山県、福井県においてそれぞれ 3～５回教員向けの ESD 講座を開催
しました。また、教育委員会主催の講習会・研修会への ESD 関係の講師派遣等を行うとともに、延
べ 10 校以上の個別の学校での ESD 研修に講師として参加しました。ESD 推進に向けたモデル・プ
ロジェクトとしては、角間の里山を活用した幼児教育プログラムの開発、福井県勝山市での小学生に
よる赤とんぼの生育調査、富山市立堀川小学校における教科学習への ESD の統合に関する３つのプ
ロジェクトを実施しました。2012 年 10 月、11 月、2013 年 1 月に福井、石川、富山で開かれた
ESD シンポジウムでは、それぞれ 100 人以上の人たちが集まり、ESD の実践に関する活発な意見
交換がなされました。金沢大学はまた、北陸におけるユネスコスクール支援のための大学間会議を開
催し、北陸の 10 以上の大学によるユネスコスクール支援のためのネットワークを構築しました。 


















石川 ESD シンポジウム            富山 ESD シンポジウム 
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3.地域社会貢献活動 
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 2012 年度 わく・ワーク（中学２年生職場体験事業の受入れ）について  
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 いしかわ環境フェア 2012  金沢大学の活動の出展・周知 












また、２日目には、「地球環境の危機と私たちの暮らし」と題して 2012 年 6 月にブラジルのリオ
で開かれた「リオ+20」世界会議の主要な成果について、環境保全センターの鈴木教授による講演が
行われました。 






















「リオ+20」講演風景             金沢大学ブース内部 
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4.環境配慮への取組み 
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角  間  宝町・鶴間  
教  育 研  究 診 療    
   
  
 
    
    






ガス：  399万ｍ3 
水 ：   51万ｍ3 
重油： 867 kｌ  
紙類：  214 t
電力：2,288万 kWh 
ガス：  294万ｍ3 
水 ：   25万ｍ3 
 
電力：3,282万 kWh 
ガス：  105万ｍ3 
水 ：   26万ｍ3 
総供給量(Input) 
排出量(Output) 
温室効果ガス：   47千 t- C O 2 
一般廃棄物  ：1,042 ｔ 
産業廃棄物 ：  777 ｔ 
排 水   ：   49万ｍ3 
リサイクル紙類：253 ｔ 
再利用物質  ： 74 ｔ 
温室効果ガス吸収： 
594 t- C O 2   
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4.環境配慮への取組み 

































電を所有しており、それぞれ年間約 9 万 kWh、約 111 万 kWh を発電しました。 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、自然科学研究科棟屋上には 10 kW 3 基、20 kW 
2 基、100 kW 1 基の太陽光発電パネルが、附属高校校舎および体育館の屋上に、それぞれ 10 kW 
脚注 
＊：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2 当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。 
原油概算量係数として 0.0258kl/GJ を使用しました。 
エネルギー消費量は電気、ガス、重油、灯油、プロパンガスの発熱量により算出しています。
エネルギー消費量の算出では、電力の単位発熱量は 9.97ＧＪ/千ｋWｈ（昼の値）、都市ガスの
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各 1 基、附属病院屋上に 20 kW  1 基の太陽光発電パネルが設置されていて、角間地区で年間約

















































年度 2008 2009 2010 2011 2012 2008 2009 2010 2011 2012
古紙＊ 284.9 232.9 288.5 222.2 253.4 97.0 95.0 82.3 96.2 97.3
ペットボトル 33.9 32.3 37.0 39.3 39.6 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
蛍光灯 1.6 2.3 2.2 0.8 1.5 69.3 0.0 81.8 51.2 93.2
金属くず 73.1 164.0 123.5 122.5 25.5 99.3 56.3 81.9 100.0 100.0
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 水資源の利用状況 
金沢大学における年間水使用量は、およそ 51 万 m3 となり、2011 年度と比較してやや増加傾向




















2008 2009 2010 2011 2012 規制値 2008 2009 2010 2011 2012 規制値 2008 2009 2010 2011 2012 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 31 28 40 34 28 150  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 12.65  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 0.10
角間南地区 ガス発電機      1台 26 36 40 38 43 600  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 0.01 3.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 74 96 89 74 78 180 0.45 0.98 0.27 0.51 0.52 14.4 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 28 24 34 43 30 70 - -  <0.01 - - 0.30
附属病院地区 ガスボイラー     3台 56 52 53 53 64 180 - -  <0.01 - - 0.30
附属病院地区 Ａ重油ボイラー  1台 51 55 65 72 51 180 0.03 0.03 0.01 0.01 0.01 0.30
宝町鶴間地区 Ａ重油ボイラー  3台 60 59 58 60 58 180 0.20 0.18 0.27 0.26 0.20 4.99  <0.01 0.02 0.01 0.01 0.02 0.30
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 79 73 79 69 64 260 0.21  <0.01 0.20 0.07 0.08 2.52  <0.01  <0.01 0.02 0.01 0.02 0.30
その他 Ａ重油ボイラー　2台 75 73 85 84 62 250 0.12 0.12 0.15 0.18 0.12 5.10 0.04 0.04 0.03 <0.01 0.03 0.30
4-5％Ｏ2換算値，斜字のみ16％Ｏ2換算
ばいじん等の大気排出濃度と規制値
換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
2008 2009 2010 2011 2012 2008 2009 2010 2011 2012 2008 2009 2010 2011 2012
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 497 386 306 307 2 4 1 2 3 92 53 36 34





































取  扱  量 1,180 kg 1,850 kg 1,840 kg 3,700 kg 546 kg
大気への排出量 63 kg 44 kg 47 kg 160 kg 0.15 mg-TEQ 550 kg








































































2008年度 2,162 3,206 5,368
2009年度 2,193 3,170 5,363
2010年度 2,356 3,175 5,531
2011年度 2,559 3,522 6,081








2008年度 970 2,192 3,162 2,283
2009年度 984 2,167 3,151 2,332
2010年度 1,057 2,171 3,228 2,374
2011年度 1,148 2,408 3,556 2,575

































協同組合の職員、学外者等の合計 75 人が参加し、アラカシ、シラカシ、ブナ、コナラギ等 9 種類の































 紙類購入量  















2008 2009 2010 2011 2012
トン
年 度
211163 215 202 214
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5.バリューチェーンの活動 
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いランチボックスです。また、2012 年度末には総合教育講義棟にリ・リパックトレー回収 BOX を
試験的に設置させていただきました。この BOX へトレーを入れていただくと 10 円の返金はされま
せんが、トレー1 つにつき 10 円分の募金として東日本大震災復興支援募金に寄付される仕組みです。 
  2012 年度の容器回収率は、前年より 5.24％アップして平均 36.67％でした。今後も引き続き回
収を推進していきます。 
 
12 年合計 11 年合計 
販売弁当個数(個) 39,176 39,971 
容器回収数(個) 14,364 12,564 
回収率(%) 36.67 31.43 
【表 1「リ・リパック」回収率】(2012.3.～2013.2.) 
 
                             リ・リパックと回収ボックス 
 レジ袋無料配布中止、金沢大学オリジナルエコバックの配布 
 2009 年から始まった金沢市のレジ袋無料配布中止の取り組みに当初から協力し、生協購買でのレ




額）は 4,685 枚分、23,425 円でした。 
また、この取り組みをより広めるため、金沢大学オリジナルエコバックを、
「大学・社会生活論（環境論）」の授業や生協店頭、オープンキャンパスで    エコバック 
配布しました。 
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図 2 繁茂したクズと悪戦苦闘 
 
図 3 刈り払い機の操作も手慣れたもの 
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6.学生活動 
















3,000 円、洗濯機；3,000 円、こたつ；1,500 円など、非常にリーズナブルな価格を設定しました。
在学生スタッフが、新入生と卒業生の橋渡しになること、イベントをこなしていく中、協力して下さ
った方々とふれ合う中で、新入生、その家族、地域のそして大学の少しでも多くの人達に、身の回り
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◆角間里山本部の取り組み 






























































ていましたが、2012 年度は改正された「化学物質の管理に関する細則」に基づく講習会として 5 月
に角間地区、宝町地区にて各 2 回、更に 12 月には両地区にて、同講習会として化学物質管理シス
テムについての説明を各 1 回開催しました。また、5 月、12 月の講習会の内、各 1 回分を DVD 化
して、講習会に参加できない病院関係職員等に配布して、化学物質の適正管理の徹底を図りました。 
 2012 年度は環境調査チームとしてエネルギー関連（冷房の設定温度と室温、照明機器の消忘れ調





























☆ 各事業場（4 事業場）ごとの安全衛生活動の推進 
  本学では、全学の方針を踏まえて、角間地区（理工系・薬学系・人社系・事務局 
等）、宝町・鶴間地区（医学系・保健学系）、宝町地区（附属病院）、平和町地区（附 
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☆ 作業環境測定の実施 





























































































建物面積：22,302 m2 2012 年 5 月現在の主要団地面積  
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10.金沢大学概要 





























                             
                              
                      
                     
 
          
                


























































極低温研究室           資料館 
埋蔵文化財調査センター   技術支援センター 
 
役員 9 人  技術職員 1,001 人  
教育研究職員  
1,209 人  
教職員  
2,632 人  
事務職員 413 人  
職員の内訳  
附属学校生徒･児童  
園児 1,704 人  
専門職学位課程･別科･科目等 
履修生･研究生等 269 人  
学生･生徒･児童  
12,367 人  
大学院学生  
2,405 人  学域･学部学生  














目的 1-2 環境 ESD に関する社会教育の推進 
 図書館では、環境学コレクションの充実を進めており、2012 年度には第 1 回エコ学習コンクール
を実施しました。北陸地域のユネスコスクールの支援のために、教員向けの ESD 講座やシンポジウ
ムの開催等を積極的に行っており、2012 年度にはユネスコスクールの実態調査を行いました。 

















目的 4-1 資源・エネルギー使用量の削減 




目的 4-2 温暖化ガス排出量の抑制 
 通勤通学に伴う温暖化ガスの排出抑制のために、公共交通機関の利用促進を行っています。自家用
車利用台数は横ばいになりましたが、引き続き対策を検討することが必要です。 






 ～Environmental Management Report，KANAZAWA University 2013～
目的 4-4 廃棄物の適正処理と再利用・再資源化の推進 
 2012 年度の廃棄物の発生量は、2011 年度と比較して 8%増加し、2010 年度並みとなりまし
た。古紙やペットボトル、金属くずはほぼリサイクルされています。「廃棄物管理に関する細則」に基
づいて、廃棄物の分類に関する説明会を実施し、適正処理に努めています。 








目的 5-2 環境問題に対する啓発 
 石川環境フェアにおいて、金沢大学教員の講演を行うなど、環境問題に関する啓発を行っています。
今後も様々な機会を利用して啓発活動を行っていきます。 
目的 6-1 環境マネジメントシステムの運用 
 2011 年度に見直した環境基本計画に基づき、各地区において、環境行動計画を策定し、その評価
を行いました。今後とも継続的改善に努めていきます。 
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本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。      
      〒920-1192 
      石川県金沢市角間町 金沢大学施設部施設企画課 
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